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  なぜ人はネット上で悪の仮面を演じてしまうのか　　　
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〇研究の動機

　今、私たちはスマートフォン１つでSNSを閲覧したり

投稿できる時代になっている。これからインターネット
が発達していくことで誹謗中傷も増加すると考えられ
る。そこで私たちはなぜ誹謗中傷が起きるのか、した
くなるのかを知ることで少しでも今の現状を変えられ
ると思ったから。

〇先行研究
　①より、日本のSNS利用者数は約8,241
万人。10代だと日本人の約69,0％もの人が
利用している。
　②より、”炎上”の増加と社会的問題化か
ら、事例を集めた書籍などが注目を浴び
た。
　実際、「攻撃的な人」が誹謗中傷行ってそ
うなどのイメージ推定結果が出ている。
　

〇研究方法
　 

〇仮説
　人がネット上に書き込みをする動機やそ
の時の心理状態を知ることで、悪質な書
き込みを防げることができるのではないだ
ろうか？

〇研究計画
　・延高生にアンケートを取り、その結果を
もとにグラフを作る。
 ・AI、心電図などを用いて、感情や脈拍を
調べる。

〇参考文献
日本人のインターネット利用者数‥①

ネット炎上の実態‥②

4～5月 ・アンケート作成
・アンケートを採る

6～7月 ・アンケートの集計
・実験に協力してくれる人　を
探す。（１４人程度）
・道具の準備

夏休み ・道具の準備
・実験

９～10
月

・結果まとめ
・考察

11～12
月

・スライド作成

１つ目
① アンケートを作成する。
② ①を実施する。
③ ②の結果を集計する。

２つ目
①メモカルクタラワを使用するため　に
人を集める。
②九保大に行き、機械を使うことで
　人の心理の変化を知る。

◎１つ目と２つ目の結果を
頼りに、SNSの正しい使
い方を呼びかける。
















































